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「大
牟
田
市
庁
舎
か
る
た
」完
成

明光学園の書道部と美術部

濾

大
牟
田
市
の
私
立
明
光

学
園
の
中
高
生
が
、
国
登

録
有
形
文
化
財
で
あ
る
大

牟
田
市
庁
舎
本
館

（１
９

●
い

メ
・ル

３
６
年
完
成
）
に
つ
い
て
、　
で
関
係
者
に
よ
る
制
作
委

絵
札
の
デ
ザ
イ
ン
と
読
み

．
で
練
り
完
成
し
た
。

「有

札
の
揮
宅
を
し
た

「大
牟

一
明

の
海

を

一
望

庁

舎

よ

田
市
庁
舎
か
る
た
」
が
完

成
し
た
。

郷

土

史

を

発

掘

継

承

す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「大
牟

田

・
荒
尾
炭
鉱
の
ま
ち
フ

ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
が
２
０
２

０
年

１１

月

か

ら
制

作

を

進

め

た
。
読

み

札

の
句

は
市
民
か
ら
募
集
し
た
上

（量
ヽ

ヽ

一―

り
」

「生

き

証

人

い

ま

も
残
る
機
関
銃
台
座
」
な

ど

頭

文

字

を

「あ

い

う

え

お

順
」

に

し

た

４４

作

あ
る
ｃ

同

ク

ラ

ブ

は

そ

の
句

の
揮

宅

と
内

容

に
合

う

絵
札
デ
ザ
イ
ン
を
同
校
に

依

頼
。

コ

ロ
ナ

禍

で
腕

を
試

す
機

会

が

減

っ
て

い
た
書
道
、
美
術
輌
郵
い

快
諾
し
、
そ
れ
ぞ
れ
揮
宅
、

デ

ザ

イ

ン

を

担

当

し

た
。２４

日
、
同
ク
ラ
ブ
の
藤

木
雄
二
副
理
事
長
が
完
成

品

を

明
光

学

園

に
届

け

また
♂
美
術
部
３
年
、
田
申

真
生
さ
ん
は

「写
真
を
見

な
が
ら
タ
ブ
レ

ツ
ト
端
末

で

描

い

た
。

市

外

の
人

も

手

に

取

っ
て

ほ

し

い
」
、

同

２

年

の

長

瑞

希
さ
ん
も

「庁
内
に
暖
炉

跡

や

装
飾

が

あ

る

の
を

知
れ
て
楽
し
か

っ
た
」
と

瓢・中
っ
一に。　　　　　　　　　　　　　　・

藤
木
副
理
事
長
は

「本

一
館
や
市
の
歴
史
を
知
り
、

考

え

る

き

っ
か

け

に
な

る
」
と
活
用
を
呼
び
掛
け

た
。
１
０
０
０
セ
ッ
ト
作

り
、
１
セ

ッ
ト
ー
０
０
０

円
で
販
売
す
る
。
制
作
費

８０
万
円
は
日
本
郵
便
の
年

賀
寄
付
金
配
分
事
業
助
成

を
活
用
し
た
。
藤
木
副
理

事
長

（
０
９
０

。
７
４
６

９

・
０
５
１
７
）
。

本
館
は
戦
前
の
地
方
富

庁
の
様
式
を
今
に
伝
え
る

が
、

耐

震

性

に

不

安

が

あ
り
市
は
１９
年
に
解
体
方

針

を

発

表

し

た
。

し

か

し
、
市

民
グ

ル

ー

プ

や

日
本

建

築
学

会

が

保

存

一

を
要
請
し
、
現
在
は
飲
食

店
な
ど
と
し
て
民
間
活
用

一

を
図
り

つ
つ
新
庁
舎
も
別

に
整
備
す
る
検
討
を
し
て

い
る
。

【降
旗
英
峰
】

゛

一　

一

一卜
　

　

■

・′
　
　
　
一
ヽ

揮
豪
と
デ
ザ
イ
ン
手
掛
け
る

、1

・路

て
ふ
、

完成 したかるたを手 にす る明光学 園の生徒 と

炭鉱 の まち フ ァンクラプの藤木副理 事長 (右 )

議
・ ●←ヽ ';



特定非営利活動法人 大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ

大牟田市民の皆さんから読み句を募り、明光学園高校の生徒が絵や札を書いて
「大牟田市庁舎かるた」を作りました。

囲んでいる札は景観まちづくりに関連する読み句です。


	karuta_omuta_news
	大牟田市庁舎かるた
	20220526_毎日新聞
	西日本新聞切り抜き_かるた
	大牟田・荒尾炭鉱のまちファンクラブ展示物


